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(3) 管内施回流れを整流するのに最適の有孔板形状は，厚比が約 0.7の場合である O
(4) 曲り部とオリフィスの間で必要とされる直管長さは有孔板による整流装置の設置によって著しく
短縮することが可能であるO
以上のように，本論文は連続有孔板における流れの干渉について，一貫した取扱いを示し，流れの干
渉を除去できる性能のよい整流装置を開発するための指針を与えていて，機械工学上寄与するところが
大きし1。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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